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 医学貢献者慰霊式は、10月20日（火）

午後3時から「四季の抄」において行わ

れ、ご遺族、病院職員ら約50人が参列し

ました。 

 慰霊式では、参列者全員による修礼の

あと、平成26年7月から平成27年6月まで

の一年の間に、医学に貢献された方々の

ご生前のご尊名を奉読し、全員での黙祷

を行いました。 

 ご遺族の方々と病院職員がここに集い、

追悼申し上げます御霊は、この一年の間

に、病理解剖を行わせていただきました13

人のご精霊で、勝又病院長が追悼の辞（こ

とば）を捧げ、参列者全員で献花を行いま

した。 

 続いて、尊いご遺体を病理剖検させてい

ただきました医師を代表して、郷右近副院

長が、慰霊の詩（ことば）を捧げました。 

「医学は多くの患者さんから学び、先人は

それを後進に伝え、知識の集積の結果とし

て、現在の医学が発展してまいりました。

現代医療は画像診断の進歩で、体中が手に

とるように分かるようになりました。しか

し、分かるようになったとは言え、剖検に

より直接所見を学ばせていただくことに勝

るものはございません。どんなに医学が進

歩しても、剖検は医学の原点であり、必要

欠くべからざるものであります。患者さん

お一人ひとりから学ばせていただいた知識

は、これからの医学の発展に大きな力とな

ります。 

 尊いご遺体からいただきました知識は、

医学の進歩に大きな貢献となり、直接は私

共の医術の進歩と反省に限りない力をお与

えくださるものであります。 

 そして、ご遺体を医学の進歩に捧げられ

ましたご遺族のお気持ちに思いを致し、厳

粛にこれを受け止め、皆様方のお気持ちを

肝に銘じて、私共は県民医療のために、粉

骨砕身努力してまいりますことをお誓い申

し上げます」。 

右記の期間、外来診療

（全科）を休診し、当

直医師による

救急診療体制

となります。 

救急のご紹介

は、中央処置室にご連

絡をお願いいたしま

す。 

１２月２９日（火） 

１２月３０日（水） 

１２月３１日（木） 

 １月 １日（金） 

 １月 ２日（土） 

 １月 ３日（日） 

▼夜間診療所は、毎日午後６時３０分か

ら午後９時までで、土・日曜、祝日、年

末年始も毎日診療を行なっています。 

▼「子供の様子が変。でもこんな時間だ

し････」夜、急に子供が熱を出したり、

体の調子が悪くなったときなどは、この

夜間診療所を利用できます。 

▼「成人」の診療にも対応しています。▼「成人」の診療にも対応しています。▼「成人」の診療にも対応しています。▼「成人」の診療にも対応しています。    

 
 場所：水沢区字多賀 奥州医師会館内 

 電話：0197-25-3935（診療時間内） 

知ってる？ 


